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中核的な役割を担う介護福祉士の資質向上に関するモデル事業の実施について 

 

 標記については、介護の現場において、中核的な役割を担う介護福祉士が、

その専門性を高めるにあたって必要となる専門分野や人材育成内容等の検討を

行い、介護事業所においてモデル的に実施することで、介護福祉士の専門性の

高度化による資質向上のあり方について検討することを目的として、別紙のと

おり「中核的な役割を担う介護福祉士の資質向上に関するモデル事業実施要綱」

を定め、平成２９年４月１３日から適用することとしたので通知する。 
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（別紙） 

 

中核的な役割を担う介護福祉士の資質向上に関するモデル事業実施要綱 

 

 

１ 事業の目的 

求められる介護サービスを提供するための多様な人材の活用と人材育成に

向けた取組の一環として、介護の現場において、中核的な役割を担う介護福祉

士が、その専門性を高めるにあたって必要となる専門分野や人材育成内容等の

検討を行い、介護事業所においてモデル的に実施することで、介護福祉士の専

門性の高度化による資質向上のあり方について検討することを目的とする。 

 

２ 実施主体 

  実施主体は、民間団体とする。 

 

３ 事業内容 

 

（１）中核的な役割を担う介護福祉士の資質向上に関するモデル事業 

  介護事業所において、中核的な役割を担う介護福祉士を育成するため、

専門性を高めるための分野別の研修プログラムを開発し、介護サービスを

提供する施設等において当該研修プログラムに基づいた研修をモデル的

に実施し、その結果を踏まえた研修実施のためのガイドラインを策定する。 

 

ア 中核的な役割を担う介護福祉士に必要な専門分野の検討 

実施主体において、学識経験者等の介護福祉士の育成に精通している

者で構成する検討の場を設け、介護現場において中核的な役割を担う介

護福祉士に求められる役割を踏まえた上で、育成に必要な専門分野と修

得すべき内容を検討し、各分野に係る知識・技術を修得するための研修

プログラムを策定する。 

イ  モデル事業実施事業所の選定 

アで検討した研修プログラムを実施するモデル事業実施事業所を選

定する。実施する事業所については、特別養護老人ホーム、老人保健施

設、認知症対応型共同生活介護、通所介護等の介護サービスを提供する

事業所を選定し、計２０事業所程度で実施するものとする。 

ウ モデル事業実施にかかる指導担当者の選定 

   実施主体は、研修プログラムに基づいた研修が円滑に行われるよう、

モデル事業を実施する事業所に派遣する指導担当者を確保し、モデル事

業を実施する事業所に対して、研修プログラムの策定や定期的な訪問に

よる評価などの支援を行わせるものとする。 

エ モデル事業の実施 
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モデル事業を実施する事業所において、研修受講の対象となる職員

を選定し、指導担当者の支援を受けながら、研修プログラムに基づい

た研修を実施する。指導担当者はモデル事業の結果について取りまと

め、実施主体へ報告する。実施主体は、モデル事業の結果を踏まえて,

中核的な役割を担う介護福祉士の育成に向けた研修ガイドラインを策

定する。 

 

（２）成果の報告 

事業の成果について、報告書をとりまとめ、国へ提出するものとする。 

 

４ 国の補助 

国は、本事業に要する経費について、別に定める交付要綱に基づき、予算の

範囲内で補助するものとする。 

 

５ 事業採否の決定方法 

本事業の実施団体は、別に定める評価委員会における事業の評価を踏まえ、

予算の範囲内で決定するものとする。 


